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１．背景・ねらい

現行の北海道施肥標準量（窒素８kg/10ａ、リン

酸８kg/10ａ、カリ12kg/10ａ）を施肥し、集約的な

。 、放牧を行うと土壌中に肥料養分が蓄積します また

放牧草の養分含有率が年々上昇します。このように

土壌や牧草中の養分が増えていくことから、現行の

施肥標準量は過剰であり、低減できる可能性がある

ため、チモシーを基幹とする集約放牧草地を対象に

窒素、リン酸およびカリの減肥の可能性を検討しま

した。

２．技術内容と効果

窒素

搾乳牛を用いた集約放牧条件のチモシー･シロク

ローバ混播草地では、窒素施肥量を８kg/10ａから

４kg/10ａに低減しても、入牧前の草量、利用量、

シロクローバ割合などの生産性に差は認められませ

ん（図１ 。また、放牧草の粗蛋白（CP）含有率も）

明瞭な変化は認められません（図２ 。）

リン酸

０～５cm土壌中の有効態リン酸が20mg/100ｇ以上

の黒色火山性土に立地した集約放牧条件のチモシー

･シロクローバ混播草地では、リン酸施肥量を８kg/

10ａから４kg/10ａに低減しても、入牧前の草量、

利用量、シロクローバ割合などの生産性に差は認め

られません（図１ 。また、放牧草のリン含有率も）

明瞭な変化は認められません（図３ 。さらに、リ）

ン酸施肥量を４kg/10ａに低減することで、土壌中

の有効態リン酸含量の増大を緩和できます。
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図2.窒素施肥量が放牧草の粗蛋白含有率
  に及ぼす影響(2001～2002年の平均値)
　N.S.：有意差無し
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窒素施肥量   8     4            8     4

リン酸施肥量 8     4            8     4

カリ施肥量55 12     4           12     4

 (kg/10a)

図1.窒素、ﾘﾝ酸およびｶﾘ施肥量がﾁﾓｼｰ・
　ｼﾛｸﾛｰﾊﾞ混播放牧草地の草量、利用草量、
　ｼﾛｸﾛｰﾊﾞ 割合に及ぼす影響
  (各放牧の平均値)
  :標準偏差 、□：入牧前草量、　：利用草量



カリ

チモシー･シロクローバ混播草地における集約放

牧条件では、早春放牧開始前の０～５cm土壌中の交

換性カリを10kg/10ａ程度（黒色火山性土で約30mg/

100ｇ）にすることによって、シロクローバの生草

重量割合を混播草地の下限である15％以上に維持で

きます。

この場合、年間のカリ施肥量を12kgから４kg/10

ａに低減しても、入牧前の草量、利用量、シロクロ

ーバ割合などの生産性に差は認められません（図

１ 。年間のカリ施肥量を４kg/10ａとすることによ）

り、放牧による土壌へのカリの蓄積を緩和すること

ができます。また、この施肥量によって、放牧草の

カリ含有率は低減され、ミネラルバランスが改善さ

れます（図４ 。）

まとめ

以上の結果、火山性土のチモシーを基幹とする集

約放牧草地では、早春０～５cm土壌中の有効態リン

酸含量20mg/100ｇ以上、交換性カリ10kg/10ａ（黒

色火山性土で約30mg/100ｇ）を前提に、年間の施肥

量を窒素、リン酸およびカリを各４kg/10ａまで減

肥しても牧草生産性、飼料品質および草種構成を良

好に維持できます。

３．留意点

1)この試験は、放牧前の草丈約30cm、放牧後の草丈

10cm程度の短期輪換放牧で行っています。放牧圧は

早春～７月中旬が0.26ha/頭、７月下旬以降0.52ha/

頭程度です。

2)この試験は、土壌中にリン酸やカリが一定以上あ

るチモシー・シロクローバ混播の草地で行われてい

ます。チモシー単播草地では窒素が、また単播草地

および混播草地ともに土壌中のリン酸やカリが前提

条件よりも少ない場合は、その養分が不足する可能

性が高くなります。２～３年に一度、土壌診断およ

び牧草の栄養診断を行って、養分が不足していない

かチェックして下さい。
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図3.リン酸施肥量が放牧草のリン含有率
  に及ぼす影響(2001～2002年の平均値)
　N.S.：有意差無し
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図4.マグネシウム、カリおよび粗蛋白のバランスから判断
  した牛に対する放牧草のミネラルバランス
  注）マグネシウム：Mg、カリ：K、粗蛋白：CP

カリ施肥量




